
前田利家 黄金の甲冑　組み立て説明図

つくりかた
●はさみやカッターナイフでパーツをていねいに切り抜きます。
●鉄筆や空のボールペンをものさしにあて、折り線にそってまっすぐ線をひくよ
うに筋をつけた後、しっかりと折り曲げます。

●木工用ののりを使って組み立てます。のりは紙の切れはしに出してから、つま
ようじですくって、うすくムラなくぬりましょう。

記号の説明

山折り線

切りとり線 切り込み線

谷折り線

のりしろ

切り抜き
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1/3

のりしろをかみ合わせて
のりづけします。

正面を向け、ひさしを取りつけます。

左右のでっぱりは
前に倒します。

のりしろをかみ合せて
のりづけします。

背中の折り線は
見えにくいので
注意してください。

上下の小さなのりしろを、
タックを寄せるように
のりづけします。

横と後ろも同様です。

あごの曲線にそわせて
紙の裏側にのりづけします。

角をぴったり合わせて
貼り合わせましょう。

真ん中を最初にのりづけ
すると簡単です。

兜（かぶと）の組み立て

頬当（ほおあて）の組み立て

胴（どう）の組み立て

http://www.iodata.jp/ilovedesk/

※この作品には丸めて組み立てる箇所がたくさん出てきます。　　　　　　　の部分は、のりづけの前にペンに巻きつけたり定規でしごいたりして、
　充分に丸めクセをつけてから組み立てましょう。
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草摺（くさずり）を3枚つなげ、
胴の内側にはめこんで
のりづけします。

背面も
同様です。

腕は特にきれいに丸め、紙のつなぎ目を揃えて
切り口をぴったり合わせてのりづけします。
反対側の腕も同様に組み立てます。
左右の組み合わせを間違わないように
注意してください。

上下のパーツの穴にまっすぐ奥まで
差し込んで、左右ののりしろで固定します。
上下の向きはどちらでもかまいません。

佩楯（はいだて）を
展示台の台座に固定します。

胴をすっぽりかぶせます。
のりづけは必要ありません。

腕の組み立て

http://www.iodata.jp/ilovedesk/
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かぶせる向きに注意しましょう。



兜をかぶせてのりづけします。
真っすぐ正面を向け、丸いのりしろを
ぴったり合わせて貼ってください。
バランスを見ながら、頬当の位置や
角度を調整しましょう。

3/3

展示台の横木の前後のりしろに、
肩のつけ根をぴったり揃えてのりづけします。

展示台の残りの部分を組み立てます。

前後の正方形ののりしろに
のりをつけ、穴に差し込んで固定します。

のりしろをよく見て、
中央にのりづけします。

細い溝を切り忘れないように
注意してください。 展示台の先に

差し込んでのりづけします。

袖（そで）を組み立てて、
横木の上に貼りつけます。

http://www.iodata.jp/ilovedesk/
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頬当をかぶせ、ひもを
細い溝に差し込みます。
のりづけはしません。

臑当（すねあて）を
組み立て、佩楯に
立てかけて飾りましょう。

兜の緒（お）ののりしろを、
短い横木の左右に貼りつけます。
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